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（３）若者の県内定着につなげるために 

「三重県まち・ひと・しごと創生総合戦略」に基づき、社会減対策として

人口の県外への流出抑制と県内への流入促進に取り組み、２年連続で減少し

ていた三重県への転入者数は増加に転じ、15 歳から 29 歳までの若者の転出

超過数は若干減少しました。しかしながら、三重県全体としての転出超過数

は２年続けて 4,000 人を超え、依然として若者が約８割を占める状況が続

いています。次代を担う若者の減少は、企業等の競争力や地域の活力を低下

させることから、本県が他県との差別化を図りながら自立的に発展していく

ためには、若者の県内定着が重要です。 

そのため、地域で活躍でき可能性がひろがる「働く場づくり」、一人ひと

りが輝き地域から求められる「ひとづくり」、さまざまな「ひと」の思いを

つなぎ三重に呼び込む「きっかけづくり」の３つの観点から、若者の県内定

着に向けた取組を強力に進めるとともに、最終年度となる総合戦略の見直し

を行います。 

 

（働く場づくり） 

・ 昨年８月に関係機関とともに発表した「南紀みかん産地拡大宣言」「みえの真

珠振興宣言」「伊勢茶輸出プロジェクト輸出拡大宣言」等を踏まえ、輸出拡大を

めざす柑橘や真珠、リーディングプロジェクト２年目となる伊勢茶や伊賀米の

産地において、若者が魅力を感じる働きやすい農林水産業の実現に向けて、Ｉ

ＣＴ等の活用によるスマート化を促進し、生産技術の見える化や作業の自動化・

効率化を進めます。 

・ 県内外の若者の県内企業への就労促進を図り、県内定着につなげるため、地

域の関係機関等が一体となり、若者・子育て世代にとって魅力ある働く場づく

りや地域が求める産業人材の育成を総合的に進めます。 

・ 若者・子育て世代が安心して働き続けられる環境を整備するため、「みえのイ

クボス同盟」加盟企業における中間マネジメント層のイクボスに対する理解を

促進し、子育てしやすい職場風土の醸成に向けて、「みえのイクボス伝道師」と

連携し、企業経営者等を対象にした意見交換会を実施します。 

・ 新規就業者等の初期投資の負担を軽減し、無理なく経営を軌道に乗せるため、

廃業した、あるいは廃業しようとしている農業者・漁業者の施設や設備をその

まま利用する「居ぬき」の物件をあっせんする体制づくりに取り組みます。 

（ひとづくり） 

・ 農業をビジネスとして展開できる雇用力のある経営者を養成するため、引き

続き「みえ農業版ＭＢＡ養成塾」を運営するとともに、多様な経営感覚を持っ

た林業人材を育成するため、新たに「みえ森林・林業アカデミー」を本格開講

します。 
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・ 不本意非正規社員の割合が依然として高い状況にある中、やる気のある若者

に対して、一人ひとりの適性や希望に応じたキャリアップができるよう、能力

開発の機会を確保する取組を進めます。 

・ 女性の有業率が上昇し、いわゆるＭ字カーブが緩やかになりつつある中、女

性が再就職や復職後もいきいきと働けるよう、女性のニーズに合わせた就職支

援に取り組みます。また、昨年 10 月に賛同した UN Women（国連女性機関）が展

開する「HeForShe（女性の地位向上に男性の参加を呼びかける社会連帯運動）」

の取組を県内に広げていきます。さらに、女性の管理職比率が低い傾向にある

中、管理職や経営者などのリーダー層として将来を担う若手女性人材の育成支

援に取り組みます。 

・ 航空宇宙産業の人材を育成するため、技術等の習得支援や高校生の製造現場

見学会等を行うとともに、食関連産業の高付加価値化を担う人材を育成するた

め、食関連産業を支える多様な業界、教育研究機関、行政等の関係者で構成す

る協議会を設置します。 

・ 実践パイロット校に指定された県立高等学校の生徒が、地域課題や農林水産

業・観光等、地域の特色ある産業を通じて、地域住民や職業人と関わりながら

実社会での実践活動に取り組むことで、他者と協働する力や、自己と社会の関

わりを深く考える力など、社会の変化に対応できる力を育成する「地域課題解

決型キャリア教育」のモデルを構築します。 

・ 熊野古道世界遺産登録15周年を契機として、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）

の考え方を踏まえ、熊野古道や周辺地域の豊かな自然、歴史、文化等の価値が

次世代に継承されるよう、東紀州地域の小・中学生が地域に古くから伝わる技

術や伝統を体験するほか、地元高校生が地域の魅力を発掘し外国人等を対象に

ツアーを企画することで、郷土への愛着心と誇りを育み、地域の担い手となる

「ひとづくり」を進めます。 

・ 県内高等教育機関の一層の魅力向上等について関係者と検討するとともに、

より多くの若者にとって県内での学びの選択肢が増えるよう県外大学との連携

に向けた情報収集や開拓等に取り組みます。 

・ 平成 30 年度全国学力・学習状況調査の厳しい結果を受けて、子どもたちの学

力向上に向け、市町教育委員会と一層の連携を図り、学校の状況に応じた支援、

教員の指導力向上、家庭・地域との連携による子どもたちの生活習慣・学習習

慣の確立などの取組を進めます。 

・ 幼児期における教育は生涯にわたる人格形成の基礎を培う重要なものであ 

ることから、効果的な指導方法や保幼小の円滑な接続について、専門家を市町

に派遣し、手引きを活用するなど、研修会や公開保育等での指導・助言を通じ

て、市町における就学前教育の質の向上にかかる取組を支援します。 

（きっかけづくり） 

・ 一人でも多くの方に移住先として三重県を選んでいただけるよう、「ええとこ

やんか三重 移住相談センター」を中心に、きめ細かな相談対応を行うととも
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に、市町や関係団体、企業等さまざまな主体と連携・協力し、仕事を通じた自

己実現を重視する若者と地域の思いをつなぐきっかけづくりに取り組みます。 

・ 東京圏から県内企業等への就職・定着を促進するため、求人情報を掲載する

マッチングサイトを開設するとともに、サイトを通じて就職した人を対象に、

市町と連携して、移住に必要な費用の支援を行うことで、県内への移住を促進

します。 

・ Ｕ・Ｉターン就職を加速させるため、県外大学へ進学した学生等を対象に、

Ｗｅｂを活用した県内企業のインターンシップ情報の発信等に取り組むととも

に、就職支援協定締結大学等との連携を強化し、ＳＮＳの活用や保護者への働

きかけを行うなど学生への情報発信の多様化を図ります。県内企業に対しては、

インターンシッププログラムの作成支援のほか、採用力強化セミナー等を開催

し、若者に選ばれる企業づくりを支援します。 

・ 創業・継業等によって地域に必要とされる価値ある企業の創出・存続を図る

ため、後継者を求める県内の事業者と「起業」「継業」に関心のある移住希望の

若者等とのマッチング支援に取り組みます。 

・ 空き家バンク等を行う民間団体との連携協定により、市町における空き家等

の利活用を支援することなどを通じて、県内への移住促進を図ります。 

・ 三重県が誇る豊かな自然を「体験」という形で生かし、多くの人を呼び込み、

交流の拡大を図るため、「ジャパンエコトラック伊勢熊野」の登録や東京 2020

オリンピック・パラリンピック等を契機としたスポーツツーリズムの拡大、市

町等との連携によるその魅力の県内外への積極的な情報発信などに取り組みま

す。 

・ 県外の若者等に、本県が魅力的な地域として認知され、移住先の候補地とし

て選ばれるよう、テレビ、雑誌等のマスメディアに対する取材誘致や、ウェブ

メディアによる魅力発信に取り組みます。 

・ 若者にとっての三重の魅力アップにつなげるため、誰もが自分らしく参画・

活躍できるダイバーシティ社会の実現に向けて、ダイバーシティをテーマとし

た講座やワークショップを県内高等教育機関とともに実施し、「ダイバーシティ

みえ推進方針」の浸透を図ります。併せて、ＬＧＢＴをはじめとする多様な性

的指向・性自認に関する社会の理解を促進するため、講演会等を実施します。 


